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メディア研究部門年次報告2007

｢CALL･ハブ圭 ･スタジオを中心とした外国語学習支援環

境の整備｣(AnnualReponoftheMultimediaDivision

2007:-rechnologlCalSuppo什fortheClassandSelf-Access
∴

Studies)

加藤雅之1､三木賀雄2､柏木治美3､高橋義人4､中井絵美5､宮畑聡子6

概観

メディア研究部門では､コンピュータ､ネットワーク､マルチメディア機器の日常的な管理運営を含む教育

支援活動の他､次の4領域において研究活動を行っている｡

(1)CALL室･HUB室を取り入れた統合的語学学習体制の構築に関する教育研究･実践

(2)国内･海外におけるCALL及びElleaming政策の最新動向に関する調査研究

(3)CALL及びインターネット等Elleamingの有効的な活用環境の構築に関する研究実践

(4)コンテンツ･メディア･評価診断･学習支援を含む総合的語学学習システムに関する調査研究及

び研究開発

19年度は新たに CALL室(D417)の供用が開始され､また､念願であったデジタル･コンテンツ作成用マ

ルチメディア･スタジオが整備されることとなった｡こうしたハード面に加え､cALL室､-ブ室､スタジオの管

理運営についても利用方法の案内､マニュアル作成､講習会開催などを通じて､より効率的な学習支援環境

の整備を進めることができた｡

以下､それぞれの施設の運営状況および､実践報告などを行うとともに､これからの学習支援のあり方に

ついて考察を行う｡

1.CALL室の運営状況､CALL室利用説明会について (加藤､中井)

2.ハブ室の運営状況 (加藤)

3.マルチメディア･スタジオの運営状況(宮畑)

l神戸大学国際コミュニケーションセンター教授 masakato@kobe-u･acjp
2神戸大学国際コミュニケーションセンター教授 ymiki@kobe-u･ac･jp

3神戸大学国際コミュニケーションセンター助教授 kasiwagi@kobe-u.ac.jp
4 神戸大学国際コミュニケーションセンター技術補佐員 yoshito@solac.clakobe-u.ac,jp

5神戸大学国際コミュニケーションセンター研究支援推進員 nakai@solac.cla.kobe-u･ac･jp

6 神戸大学国際コミュニケーションセンター技術補佐員 miyahah@solac.cla.kobe-u.ac.jp
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4.【授業実践】アドバンスト英語科目におけるマルチメディア･スタジオの活用(柏木)

5.【報告】Moodleワークショップ｢外国語教育とMoodle:活用と実践｣(加藤)

6.平成 20年度以降の展望 (加藤)

7.CALL室･ハブ室利用者統計 (中井)

1.CALL圭の運営状況 (加藤雅之･中井絵美)

(1)新カリキュラムの導入に対応した教室環境の整備

平成 18年度より､新カリキュラムが導入され､英語では多くの学部で従来のリーディング4単位､オーラル2

単位から､どちらも 3単位ずつを課すこととなった｡それに伴い､リスニング､スピーキング､シャドーイング､

プレゼンテーションなどの訓練を効率よく行うことのできる教室の必要性が飛躍的に増大した｡さらに平成 20

年度からは月曜日と水曜日の週 2日が英語にあてられることとなるため､過密度がより深刻になると思われる｡

これに対応するため､共通教育機構では普通教室におけるAV機器の導入を進め､オーディオテープやCD､

DVD､ビデオ再生機器が 16教室に常置されている｡

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1限 7 8 1皇 10

2限 8 9 15 10

3限 7 8 11 9

+20年度 オーラル科目の開講予定数(前期はオーラル lとIIIの合計､後期はオーラルII)左が前期､右が後期

♯下線部は､LL教室(K501,502,503,601,602)とCALL室(F201,202,D417,B206A,B206B)､計 10教室をあわせても対応で

きない箇所

(2)授業によるCALL室利用状況

2005前 2005後 2006前 2006後 2007前 2007後 2008# 2008後

(3)ソフトウェア使用状況

btemetNavigware

cALL室ではhtemetNavigwareと､NetAcademy2が用意され､どちらも学部生･院生のIDが新学期にす

べて登録され､学生は学内(vpNを利用して学外も)のどのWindows端末からもアクセスできるO

下記はIntemetNavigwareの登録者数及び､各コースにアクセスした学生の延べ人数である｡
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ⅠntemetNavigware(登録者数) 18601 3837 3003 2772

TOElCTest470点対策コース 391 236 464 1224

TOEⅠCTest600点対策コース 311 309 482 1359

TOEICTest730点対策コース 328 323 213 1042

TOEⅠCTest実力判定テスト 500 429 693 2083

TOEICTestリスニング対策コース 401 144 185 830

eスタディTOEⅠC(R)テスト弱点診断付きリーディング730点 284 85 93 544

eスタディTOEⅠC(良)テスト弱点診断付きリスニング730点 183 80 80 751

コ一 人 .=:.i .Ip,て′:'TpLp .■..,ノ.::1-p=1㌧;j ･..=.'l;==タ等■∫:料;==.ILL,LL:∴:!=.■=ノ ･■＼ぐ.:■ JT こ;:... 丁.ゴ≡:≡,r=.:. _ ,,_ .I.

NetAcademy2

2007年度より､Ne仏cademy2の運用が開始された｡以下､履歴に基づく統計を以下に列挙する｡

① 総登録者数 約5600名 (2006､2007年度の学部､大学院入学生)

② 各コース､教材別の延べ受講数

技術英語<基礎>コース 基礎 108

技術英語<基礎>コ-ス 詩集 73

スーパースタンダードコース レベル診断テスト 826

スーパースタンダードコース リス二ンヴ 1375

ス-パースタンタ-ドコース リ-デインク 1483

powerWordsコースプラス レベル診断テスト 1356

powerwordsコースプラス 英単語レベル1学習 1668

powerwordsコース プラス 英単語レベル2学習 1439

powerwordsコ-スフラス 英単語レベル3学習 1386

powe州ordsコースプラス 英単語レベル4学習 2426

powerwordsコース プラス 英単語レベル5学習 2343

powe州ordSコースプラス 英単語レベル6学習 8375

powerwordsコースプラス 英単語レベル7学習 135

powe州ordsコース プラス英単語レベル8学習 20

powerwordsコースプラス 英単語レベル9学習 9

powerwordsコースプラス 英単語レベル10学習 7

powerwordsコースプラス 英単語レベル11.学習 6
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powerwordsコース プラス 英単語レベル12学習 58

powerwordsコース プラスブラックリスト学習 148

powe州ordsコース プラス 英単語レベル1実力テスト 25

powe州ordsコースプラス 英単語レベル2実力テスト 7

PowerWord苧コ-スプラス 英単語レベル3実力テスト 6

PowerWordsコースプラス 英単語レベル4実力テスト 0
powerwOrdsコース プラス 英単語レベル5実力テスト 1
Powe州ordsコース プラス 英単語レベル6実力テスト 1
powerwordsコ-ス プラス 英単語レベル7実力テスト 0
PowerWordsコースプラス 英単語レベル8実力テスト 3

powerwordsコース プラス 基本汀用語学習 29

PowerWordsコース プラス 略語学習 27

powerwordsコース プラス カタカナ語学習 26

powe州ordsコース プラス 日本語:四字熟語学習 30

③ powerwordsによるレベル別診断(1-10)の平均値(1356名中)

powerwordsは12000語の英単語をLevel1-12まで順を追って学習するソフトであり､大学受験前のレ

ベルが5となっている｡診断をうけた学生のレベルは3.43であった｡(発達科学部2年生40名-2.9､経済学

部2年生76名-3.5､経営学部2年生32名-3.5､理学部2年生46名-2.5､工学部2年生87名-2.9､国際

文化学部47名-4､文学部 l年生74名-3.7､発達科学部 1年生121名-3.5､法学部 1年生104名-3.7､経

済学部1年生135名-3.5､経営学部1年生102名=3.7､理学部1年生303B-3.4､保健学科1年生97名-3.1､

工学部 1年生191名-2.9､農学部 1年生35名-3.3､国際文化学部 1年生87名=4.2)

Level3の単語例:conflrm beneath establish throughout hom onto angle unit leaning arch

entertain greetentertainmentchin ease mickname tune probable gap somewhat

Level4の単語例:deceive founder persuade representative hop caution criticize dot gu∬antee

characteristic unClear southeast impressive stable extemal layer involved anchor urgent

surrounding

Level7の単語例 : navigate ashore rationalize oddly implore madLy reorganize virtual]y

recollect heartily differentiate ordinarily preside eastward bestow vaguely conform

decidedly lessen notwithstanding

④ スーパースタンダードコースによるレベル診断(1-8)

リーディング461名-3.0､リスニング314名-3.4

⑤ 自学自習教材としての役割
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右は英語アドバンストクラスでの

powerwords､Leve15学習での統計

を示している｡このクラスではCALL

室での自学自習を促進させるため､

成績基準のうち 10%を進捗率によ

って算定しうた結果､多くの学生が

昼休み等を用いてNe仏cademy2を

利用する姿がみかけられた｡履歴

は全体の結果だけでのなく､個人

的に学習時問､回数､正答した問

題､進捗率などが記録される｡

｢cALL･ハブ室･スタジオを中心とした外国語学習支援環境の整備｣

(4)CALL室利用説明会について (中井絵美)

cALL室利用説明会について

前期と後期にそれぞれ CALL室紹介に関する説明会を行いました｡ゴールデン･ウイーク明けから案内を

通知し､希望者には E-mail､あるいは用紙を記入してメールボックスに投函してもらいました｡対象は1､2回

生のリーディングI､IIあるいはオーラル I､nD 同じ曜日時限での希望が複数でた場合は調整しましたo

前期は当初､6月4日から説明会を開始する予定でしたが､はしかによる授業の全面休講により遅れ､6月

14日から開始となりました｡後期は前期に時間割の都合で参加できなかったクラスを対象に11月12日から

開始しました｡

参加講師は以下の通りです｡

伊原紀子先生 酉山史子先生 北村結花先生 土平紀子先生

垣口由香先生 石塚裕子先生 小橋薫先生 ベ一･シュウキ-先生

橋本由里先生 堤美佐子先生 柴田佳子先生 中村裕子先生

田原志都可先生 室淳子先生 山内啓子先生 服部美樹先生

原田寛子先生 芦田利恵子先生 (順序不同)

説明会の内容

1CALL室概要

2コンピュータ-のログインの仕方

3CALL室での自習学習の仕方

→soLACの肝を参照しながら自習開放時間､CALL時間割､入室ノートの記入､貴重品管理､飲食禁止､

データ保存方法､プリンター使用不可等

4 ソフト紹介

･Ⅰ-Navュ:ログイン方法､7つのドリル

･えいご漬け:実際にいくつかやってもらう
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･ドイツ語､フランス語のTellMeMore､中国語教材があることの紹介

5NetAcademy2を中心に

･ログイン方法:学籍番号使用､パスワードが変更できること

･3つの教材のデモ

･ ログインさせてレベル診断テストの<語嚢テスト>あるいは<リスニングテスト>を受講させる

説明会の時間割は 1コマの前半40分あるいは後半40分で行いましたO

2.ハブ室の運営状況

ハブ(HUB)とは､車輪の中心にあり､スポークなどが集る部分であり､神戸大学の外国語学習の拠点を意

味する｡ハブの機能は以下の4点に要約される｡

① ネイティブ仇 とのコミュニケーション

② 常駐教員によるアドバイス･コンサルテーション

③ 学生同士のコミュニケーション･異文化交流

④ 留学､語学学習などの情報収集と発信

TA編成および指導体制について

TAは掲示およびホームページを通じて､7月と1月に次学期の募集を行っている0

2003年度後期からの採用数の推移は以下の通りである｡(表1参照｡表のなかの()は実際に行ったセッシ
ョン(コマ)数を表す｡ )

TA雇用数

2003後 l2004前 2004後 2005前 2005後 2006前 2006後 2007前 2007後

英語 l(2) 5 7 10 7 8 8 9 6
同(GP)7 5 5 4 3 5

中国語 1 4 4 4 4 4 4 4 4

ドイツ語 1(2) 2(3) 3(3) 2 I I 2

仏語 2 1 3(2) 2 1 1 2 1. I
露語 l l 1 1 1 1 1

韓国語 1 1 1 I I 1

伊語 I
西語 I i

毎セッション後､TAはセッションの内容や感想などを専用掲示板に書き込むQこれは/､プ利用者および教員

も閲覧することができ､情報の共有及び､セッション外でのコミュニケーションに役立てている｡以下は2年半

にわたり英語TAを務めてくれたスリランカ出身のTAのメッセージである.

7GPプログラム(http://solac.cla.kobe-u.ac.jp/GP/index.html)参加学生とのコミュニケーションにかかわるTAとして別途募集｡
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3.マルチメディア･スタジオの運営状況 (宮畑聡子)

国際コミュニケーションセンターでは､マルチメディア環境を駆使した効果的な外国語教育を推進するた

め､マルチメディア･スタジオを設立し､2007年 4月より稼動しています｡スタジオでの主な活動は､英語プレ

ゼンテーションの撮影と動画の編集作業です｡

プレゼンテーションの撮影は､授業(アドバンスト英語､PEPl)やプレゼンテーションセミナー修了発表会

で行いました｡撮影はスタジオに限らず､授業や発表会の会場にも出張し､モデルプレゼンテーションの収

集に努めています｡(アドバンスト英語授業における詳細は｢アドバンスト英語科目におけるマルチメディア･

スタジオの活用｣を参照)｡また､セミナー講師のAshleyRex先生にも実演していただきました｡

撮影した動画は､英語プレゼンテーション動画データベースや､来年度の授業参考資料用に編集してい

ます｡PEPl受講生が行った最終プレゼンテーションのリハーサル撮影では､フィードバック教材として DVD

化し学生に配布しましたOまたAshleyRex先生のプレゼンテーションは､専用の動画編集ソフトウェアEDTUS

を用い､クロマキー合成や字幕追加などの処理も行っています｡

- 57-







加藤 雅之 三木 賀推 相木 治美 高溝 義人 中井 絵美 宮畑 JB子

8日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

21日～25日 プレゼンテーションセミナー修了発表会撮影(参加人数46人)

22日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

30日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

6月 13日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

7月 19日 AshleyRex先生のプレゼンテーション撮影

･ Chopsticksarebetterthanknivesandfbrks.

･ 効果的なプレゼンテーションのためのヒント

23日～26日 プレゼンテーションセミナー修了発表会撮影(参加人数46人)

7月30日 兵庫県高等学校英語教員集中研修プログラムでの撮影

9月 マルチメディア.スタジオホームページ開設

9月29日 ホームカミングデーにてライブ配信

･センター長の挨拶

後期火曜3限 D418教室､K601教室にてPEPl授業風景撮影

11月6日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

11月 11日 北米ウイークシンポジウム撮影

12日～16日 プレゼンテーションセミナー修了発表会撮影 (参加人数34人)

12月 PEPl受講生の最終プレゼンリハーサル撮影

石川先生クラス(17人分)

17日～21日 プレゼンテーションセミナー修了発表会撮影 (参加人数20人)

2008年 1月 15日 持ち込みカメラで学生のプレゼン撮影

1月 pEPl受講生の最終プレゼンリハーサル撮影

沖原先生クラス(16人分)

4.【授業実践】アドバンスト英語科目におけるマルチメディア･スタジオの活用 (柏木
治美)

国際コミュニケーションセンターでは､マルチメディア環境を活用した外国語教育を推進する一環として､

2007(H19)年 10月よりマルチメディア･スタジオがスタートした｡8これにより授業の教材だけでなく､学生によ

る発表の撮影や遠隔授業のための講義撮影といったことも可能になりつつある｡このようなスタジオの利用に

ついては大げさに考えられてしまいがちであるが､ネイティブ･スピーカーの留学生に依頼して音声の録音を

行ったり､モデルプレゼンテーションを撮影するなど､自身の授業に関わる身近なところから､まずは試しに

使うことが重要だと考える.ここでは､今年度後期に開講したアドバンスト英語科目｢hmguageExchange｣にお
けるマルチメディア･スタジオの活用例を振り返り､その可能性と課題点について報告する｡

ahttp://solac.cla.kobe-u.ac.jp/～studio/
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4,1アドバンスト英語｢LanguageExchange｣におけるマルチメディア･スタジオの活用

アドバンスト英語科目｢umguageExchange｣における授業目標､特徴､授業の流れは以下の通りであるO

授業目標

各自が設定したトピックについて､自身で調べるとともに､留学生から情報や彼らの意見を聴取し､これらの

内容をまとめて､最終的にプレゼンテーションソフトを用いてプレゼンテーションを行う｡この授業では､以下

のような点を目標にしている｡

(1)英語の4技能を総合的に使用する機会を持つ

(2)興味あるトピックについて､文献やインターネットを用いて自身で調べまとめることに慣れる

(3)留学生との交流を通して､海外の状況や異なった視点からの意見･考えに触れる機会を持つ

(4)プレゼンテーションや留学生との交流を通して､伝えたい内容をわかりやすく伝える､相手に尋ねたい内

容について､整理して的確に質問することができる

壁盤

(1)留学生センターにおいて日本語｢会話･聴解｣授業を受講する留学生と､一部交流を行う｡

(2)学生は､各自が設定したトピ ックについて､学期最後にマルチメディア･スタジオでプレゼンテーションを行

い､それを撮影する｡

(3)撮影したビデオ素材およびプレゼンファイル(学生作成)をもとに､図1のようなデジタルコンテンツ作品を､

学生自らが作成し提出する｡

授業の流れ

(1)学期前半は､以下の2点を中心に授業を進める｡

･ある特定のトピ ックについてどのように発表をまとめていくかについて解説し､練習を行う｡

･留学生と交流する前に､その準備段階として､留学生TA(1人)に協力を得て､特定のトピックに対するグ

ノレ-プディスカッションを行い､英語を聞き､英語で話すことに慣れる｡

(2)学期後半に､留学生センターの留学生と3回程度交流を行う｡自己紹介を行った後､予め各自のトピック

について質問を用意しておき､そのトピ ックについて､彼らの国の状況や彼らの意見を聞く｡併せて､留学

生からの日本の事情等に対する質問に答える｡

(3)交流や自身で調べた内容をもとに､1人 5分程度でプレゼンを行い､デジタルコンテンツ作品を作成する

(図1)｡プレゼンの際には､留学生 m がオーディェンスとなる｡学生がトピックとして設定した主なものを

表1に示すoプレゼンテーションソフトはPowerPointを､デジタルコンテンツの作成には､PowerPointに対

応したproducerというソフトを用いるO
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詳細に決めることが重要である｡実際には予定通りに進まない場合もあり､また筆者自身､授業内容につい

て､さらに改善していかなければならない部分も多く残っているが､学生自らが交流や発表を行うことで､主

体的に授業に参加し学ぶという意識を持つことにつながったと考える0

教師としての立場からは､一昨年のメディア研究部門報告9で加藤先生が指摘しておられた教師の役割が

変化してきていることを実感した授業であったoスタジオやソフトといった学習環境を用意し､留学生というコミ

ュニケーション相手を設定したことにより､学生の動機付けを促すo併せて､留学生との交流に向けて TAの

協力を得､どのように発表をまとめていくかについて支援を行うといった､学生が必要になるであろうことに対

するサポートを予め考えておくなどが､その例として挙げられる｡外国語授業においても､今後､ますます

facilitator､Supporter､coordinatorとしての教師の役割が求められると考える｡

5.【報告】Moodleワークショップ ｢外国語教育とMoodte:活用と実践｣(加藤雅之)

メディア研究部門の企画により､下記ワークショップを2月7日に開催した｡

｢外国語教育とMo∝11e:活用と実践｣

webCT､B)ackboardなどとともに､最も普及しているコース管理ソフトのひとつオープンソース｢Moodle｣の専

門家の先生方によるワークショップを開催いたします｡今回は実際に外国語の授業で Moodleを活用されて

いるお二人の先生のご報告と､日本で早くからMood】eの導入を手掛けてきたエキスパート､『Moodle入門』

(海文堂)の共著者､井上博樹講師のお話を伺います｡｢そもそもMoodleとは何 ?｣から始まり､｢そうかこうや

って授業で使ったらいいのか｣を経て｢意外に簡単､私にもできそう｣までたどりついていただけるよう､メニュ

ーを用意しました｡初心者の方から､Moodle使いの方までどうぞ奮ってご参加ください｡

日時 2008年 2月7日(木)

場所 神戸大学国際文化学部キャンパス D棟417号室

14:20

14:30.-15:15

15:15-16:00

16:00-16:10

16:10-17:40

17:45

開会挨拶 三木賀雄(国際コミュニケーションセンター長)

実践報告1 山内真理先生(神戸海星女子学院大学)

実践報告2ティム･グリア先生(国際コミュニケーションセンター)

休憩

講演 井上博樹講師(eェデュケ-ション総合研究所代表)

閉会挨拶 加藤雅之(国際コミュニケーション副センター長)

9加藤雅之､三木賀雄､柏木治美､高橋義人(2005)｢CALL･HUBの導入による語学学習環境の整備｣､神戸大学国際コミュニケ
ーションセンター論集､No.2､pp.107-128
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実践報告1では､Moodleを授業で使い始めて 2年半の山内先生より､

Moodleの機能と活用例を中心に実践的な報告がなされた｡授業での個別学

習と授業外での補習において､学習素材の配信や､履歴･評価管理機能､

およびコミュニケーション関連活動の効率的な使い方について実際の例をあ

げながらの説明があった｡ 小テストやクイズなどが自動的に集計される

Gradesの使い方については､使いやすさを実感させてくれた｡また､Glossalγ

機能では単語や用語の説明が自動的にリンクされる様子が再現され､Moodleならではの学習環境をかいま

見ることができた｡さらに､コース作成の際､HTMLタグを埋め込むことでポップアップヒントや音声ファイルを

柔軟に表示するといった上級者向けの説明も有益であった｡こうしたことが特にプログラム言語の背景知識を

必要とせずに､いきなり作りながら学んでいけることがわかり､聞いている方もこれなら使ってみようかという気

になった元気のでる発表であった｡

実践報告2ではグリア先生が､実際の授

業､英語リーディングⅠⅠ､ⅠIIで使用している

Moodleのページ(右図参照)を素材に､掲

示板､リンクページ､小テスト､投票などのリ

ソースやアクティビティの実例紹介があった｡

Moodleを活用することで学生同士が互い

の文章を見たり､本に対する感想を交換し

あったりといった協同学習(collaborative

Leaning)が自然な形で進行している様子

がリアルタイムで実感することができた｡

また､readingcyclesというタスクでは､互

いに summarizer,connector,wordmaster,

pass喝eperson,Cu一turecontrollerなどの役

割をあてがい英語のディスカッションがきわ

めて多産的にすすめられる様子がよくわか

り印象深く理解することができた｡

井上講師の発表ではMoodleとは何か?

に始まり､ITの教育利用小史､日本での導

Resources

し
byjune20

UsefulSites

邑BBCwor一dSerViCe

巴 onfinenewsstoriesforEnglishledrnerS

邑ListenjngdCt'NitiesatEIlto
⑳Hdpfultools
邑Yahoo!mai一
PLVocabuld叩 PrDfLIer

入状況､WEB2.0のインパクトといった背景についての興味深い分析が語られるとともに､米国､韓国など

wEB先進国におけるCMS(CourseManagementSystem)の普及速度に鑑み､日本でも今後同様の進展を見

ることになるという指摘があった｡現在､韓国の嶺南大学の院生でもある氏の実体験に基づく､lT利用の状況

はもはや web環境なしでは大学生活を送ることができないほどである様がユーモアを交えて語られ､印象深

く聞き入る参加者の姿が目についた｡

後半､30分ぐらいにわたり､ハンズオンでのMoodle体験が行われた｡各参加者ごとに用意したデモコース

を利用して､それぞれ自分のコースのタイトルを変えたり､設定をほどこしたり､ファイルをアップロードするや

り方を学ぶことができた｡(下図参照)
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CDなどをデジタル化し､教材をUSBメモリなどで自宅に持ち帰り学習することも可能となる｡なお､本経費に

よる継続整備として20年度中にさらに1室が追加される予定である0

(2)ソフトウェア｢SpeaK!｣11の導入

音声合成技術による英文読み上げおよび､発音評価システムにより､発音に特化した音声練習を行うこと

ができる(20年3月納入予定)｡このソフトでは､基本的な発音練習に加えて､利用者自身が独自に入力した

テキストデータを読み上げる機能も備わっている｡これを利用して､ニュース原稿などを用いてリピーティング

練習を行うことができる｡また､プレゼン発表用に学生自身が作成した英文を用いて､本番の発表前にこのソ

フトを用いた発表練習を行うといったことも考えられる｡リーディングやリスニングに比べて練習の機会が少な

くなりがちなスピーキング練習を補う可能性を持っている｡

(3)Moodle12導入によるComputer-supportedcollaborativeleがning(CSCL)の推進

Moodleは､現在､37836の開設サイト､167万の提供コース､1600万ユーザー(196カ国､70言語)の利用

者を誇るコース･マネージメントソフトウェア(CMS)であるOこの CMSを利用することにより､シラバスの提示

といった静的なコンテンツだけでなく､宿題の配布､wEB上での資料提示､BBSの開設､チャットルームの

活用など､オンライン･コミュニティを作り上げることで､より効率的なオンライン上での協同学習(collaborative

Leam ing､CL)が可能になる｡

日新月歩の技術革新の時代にあって､外国語学習環境はさまざまなテクノロジーの恩恵を受けてきた｡も

はや｢ネイティブ｣スピ ーカーの音声(肉声であれ CDであれ)を聞くことが教室での重要な活動であると主張

することは控えめに言ってirrelevantになっているoクリック一つで様々な音源や映像にアクセスできる環境が

教室の外に構築されてしまった現在､学生が教室に求めるものは自学自習では達成できない､パートナーと

の協同作業を通じての学習ではないだろうか｡

cLの教育的前提には､知識は我々の外部ではなく､社会の中で､他人とのかかわりの中で獲得されてい

くというヴィゴツキー(Vigotsky)的了解がある｡｢協同学習(cL)は学生と教師が知を作り上げる共同作業の中

で立ち上がってくる…Oこの教育理論の中心概念には人々は協力して意味を作りだし､その創造過程によっ

て成長し､啓発されるという前提がある｡｣13それは客観的にどこかにあるものではなく､協同作業を通じて

立ち現れてくる何かなのである｡

cALL室の量的整備が一段落しつつある現在､われわれはそこで行われるべき授業の性質についても何

らかの見通しをつける時期に来ていると思われる｡4章で報告された柏木先生のLangu喝eExchangeはこうし

たCLの可能性の一つを見せてくれているO

1Ihtq)://www.lighthouse-inC.corTl/Speak.hnl
12http://moodle･org/
-3ElizabedlF,Barkley,etal.,CollaboradveLeBLmingTeclmiques(SamFrancisco:JolmWIley&Sons,2005),6.
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新草葉による攻杏
英語オ--Nラ虹で
の普遍的亡ALL教育
鮮国語科冒ポ-勤しサイト
wES上での授業
支淀システム.
普通激碧で邑利
用可(自宅から)

激発一草生の
WEBL朗nIin島
こO脚 軸の確
立

3-呆管理ソヨ巨細 oo弛 ,XO∈聞 き

一けイ■′立-鴨rdk'p3dr机桝繊声¢S卓総轄噂触感Å斡凄さ知ら哲NLかfr仙Wt′約㌢だ軸蛾-ml(.LM>Ll持rkFTt
皿 しけ▼･恥iilI柑
I小出7.- tI舟F,ni匁
Aワ†lI･~r一 ::息.滞納L=親･t)･:Jhr:I'1
I.ILJ.+､T都.I..7絹Tせ1.5艶曾根
.I.:ミニ:,吋やEL轟襲韓て1代印丁これTバI,･lミ湘'lb車重頗噂港

良港母啓
兜前線斡
和食糾守事主
意や賛辞
和ぎ先軸将

'L,L:tL珊ミLVJi

長
春
普
請IPPL

～
▲lL,i一

､t//Nくレ■乙.U''Ju..LJhそ…1.̂!-..ll..I-1

現在､soLACのWebサイト14でMoodleの試験運用が行われ､いくつかのコースがすでに稼働しているD

WeeklyoutJine

木コースで lよ,文楽の成立と発展について祖述するとともに､義太夫L三味

娘､人形それぞれの役割ことにー代表的演者を浬んで解脱する.また､三

大7f首とされる3億名手本忠臣蔵D.『最は千本桜J.『菅原伝IE手習iEJIに

ついてrJそれぞれ一所類を当てて許i壬する｡

娘 ニュースフォーラム

ノづ｢)しこ(､･(一rl■し(､ト lJ.IE…12コ,LJ

人形沖守王粁)歴史(1)

竹本最太夫よる｢最太夫抑｣のbJJ始から,近松門左倖汗1とのコラボレーショ

ンを絶て､竹本圧･丑竹座の陀盛から､問座､相打文楽拝の芝居小屋閑地

にいたるまで､人形浄瑠璃の歴史を解脱する.

ラベルが追加された

巴 テキストベ-ソ

巴 ウェブページ

a 剤 斗をアップロード(画他ファイル)

鼠 剤 斗モアt.Jフロート■lVVord.Excer77イル)

邑 リソースの追加(ウェブベ-ソ)

良剤 斗をアップロード(Word,Exce口アイル)ExCe皮書

⊂コ

21December-27December

Jntoday-らclasswew川:

oreadabouttherecenttrainaccidentinAmagasaki

osearchforfactsaboutafireen91ne
oLearnaboutvDrUnteerfireservicesinAustraHa

odiscoverhowaRreen91neWOrks
clreadaboutthehjstDTyOfRrebrigades

邑AccidentinAmagasaki

風DavisEngine31
乳comparewithotherTlretrucks
邑comparethetrucks
邑 HowaOreengineworks

EIFireEngineQuiz
邑TheoriginoHhefrreengine

邑AccidentinAmagasaki

デモコース Greer先生のコース

Moodleは特別なプログラムの知識がなくても､自由に必要なモジュールを組み合わせてコースを作成す

ることができるソフトであるが､20年 2月のワークショップをはじめ､さまざまな形で使用方法についての情報

を提供することでより多くの方の利用促進を図る予定である｡

(4)より効率的なサービスの提供

20年度以降､cALL室およびデジタル･コンテンツの増大および多様化に対応するため､より効率的なサ

ービスの提供について､整備を行っていく｡主な分野としては以下の3つが想定される｡

)4 http://solac.cla_kobe-u▲ac.jp/moodle/
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A)授業および授業以外でのCALL室の活用

現行のカリキュラムでは､曜日時限によって利用状況にバラツキがみられるとともに､外国語が開講されて

いない時間帯はほとんど利用がされていない｡Yde大学のCenterforLanguageStudyでは以下のようなWeb

による予約受付15を行い､さまざまなニーズに対応していることがうかがわれるo

FacilitiesScheduling
RoomSchdulbllFbtpJeCt

rclass/evQntWi"behebjevery ㈹ ekonSelectWeek血y-
R88恐 cTbTb7rchsB/eventWi帖 heldOnetim.only.nr- (da.ニin
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N伽 OfP■r抑 IR叩 Ort8Jblo
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また､Harvard大学のLmguageResourceCenterも同様のサービスを提供している.施設の効率的な運営方

法について､国内外の大学における先進的取り組みを取り入れていきたいと考える｡16

a)講習会､ワークショップ､サポート体制

cALL室の使用方法､Moodleの活用方法などについて､積極的に広報､支援を行っていく｡また､CALL

室での授業が円滑に進むように､不具合や事故に即座に対応できるような人的､設備的サポート体制を整え

ていく｡

C)デジタル･コンテンツデータベースの整備

現代 GPプロジェクトにおけるプレゼンテーション･データベースの構築で培ったノウハウを生かし､デジタ

ル･コンテンツ教材を開発するとともに､著作権処理を行ったアナログデータをデジタル化しデータベースと

して蓄積する｡

7.CALL圭･ハブ圭利用者状況 (中井絵美)

cALL室(F201･F202･D417)の活動状況

利用期間は前期4月10日～8月7日､後期9月25日～12月21日と冬季休業をはさんで1月8日～2

月22日ですo授業の枠は､前期は週26時間(F201:8時間､F202:9時間､D417:9時間)､後期は週24時

15http://jakarta.cls,yale.edu:591/roomscheduldFMPro?Jb--eekly･Q)3&-forma向equesLhh&-view
16 この2大学については加藤が2008年3月に訪問し､外国語教育支援のあり方について意見を交換する予定である｡
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間(F201:8時間､F202:5時間､D417:11時間)です｡自習時間は10:30-17:30でF201かF202どちらか 1

室を開放し､D417に関しては授業のみの使用とました｡テスト期間､終了後や休業期間のような授業がない

ときはF202を開放しています｡

入室時に記入した利用簿を元にとった統計(表1､グラフ1-4)は 1月 31日現在のものです｡4-5月に掛け

ては利用者が伸びています｡6月の利用は伸び悩みました｡通常ならば特別な行事や休みもないのですが､

6月1日～12日のはしかの影響で大学が全面休講となったことが影響です｡7月になるとテスト勉強に来る学

生が多くなりました｡また､今年は夏季休業の開始が遅くなったので7月は月末までテスト勉強に来る学生が

多かったです｡後期は授業が始まった直後から多くの学生が来ました｡前期から引き続き利用する者に加え､

後期からはじめて来る者も多くいました｡前期だけでなく後期にも説明会をしたこともあって､11月の利用も

多かったです｡

学部別の利用を見ると､工学部の利用が全体の約4分の1を占め､経済学部､国際文化学部と続いていま

す｡

表1 2007年度 CALL室月間利用者統計

計 院 医 海 営 演 工 国 曲辰 発 文 汰 哩 他

前那 4月 432 0 38 5 20 82 111 50 25 27 20 26 22 6

5月 499 0 12 8 40 118 118 73 34 39 9 19 15 14

6月 273 0 4 ll 19 44 62 37 12 42 8 4 22 8

7月 758 1 4 14 118 95 165 95 14 167 32 12 34 7

8月 28 0 0 2 4 7 0 1 3 10 0 0 1 0

後那 10月 714 2 7 12 43 111 100 244 14 122 23 13 13 10

11月 669 0 12 22 42 136 90 216 16 62 21 33 10 9

12月 330 0 7 9 29 53 52 84 5 46 7 21 6 ll

1月 448 0 4 21 41 120 34 104 9 65 20 14 9 7

二 二 二 二二 二

1
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ハブ室の活動状況

ハブ室はD410､D411を11:10から17:30まで開室しています｡前期 4月 16日から7月 13日まで､後期

10月 15日から12月21日と冬季休業をはさんで 1月8日から1月25日まで開放しました｡ネイテイヴのテ

ィーチング･アシスタント(TA)は､前期は 11時 20分から2時間交代で常駐してもらっていました.ただ､m

の中には前後の授業の有無によって教室移動が時間までにできない者や時間よりも早めに切り上げる者も

数名いたため､後期からは開始前と終了後に20分ずつ準備時間を設け､1時間 20分の常駐となりました｡

ネイテイヴの言語は英語､フランス語､中国語､スペイン語､イタリア語､韓国語､ロシア語ですoTAをはじめ

とする留学生と日本人学生の外国語での交流の場としています｡

ハブ室もCALL室と同様に利用簿に名前を書くように促してはいますが､利用に来る学生によっては補佐

員や待機の教員に言われるまでそのことを知らずに利用をしている者も多いので以下の統計(表 2､グラフ5

-8)にある人数よりも実際の利用者はもう少し多いと思われます｡

月別で見ると前期は4月､5月､後期は 11月と､ともに学期初めごろに多く利用されています｡前期はTA

の常駐スケジュールが早くに決まっていたこともあって開始直後から多くの学生が来ていました｡6月から利

用者が減っていますが､これはCALL室と同様､大学が休講になったためです｡後期はTAの人材がなかな

か思うように集まらなかったことで各時間のTAの開始時期にばらつきがあったため､10月は割 と少なめです｡

学部別では国際文化学部が一番多く､次いで発達科学部､医学部となっています｡

表2 2007年度 ハブ室月間利用者統計

計 防 医 海 鷲 演 エ 匡】 農 発 文 演 哩 他

前那 4月 226 2 31 6 16 24 14 56 22 19 18 8 9 1

5月 318 5 12 4 4 38 39 87 43 53 7 7 18 1

6月 122 6 2 5 3 14 18 40 4 19 4 2 4 1

7月 114 4 1 2 1 4 19 20 3 41 12 2 2 3

徳期 10月 178 1 55 0 14 18 24 33 4 15 8 1 3 2
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1 25 0 10 2 14 39 6 21 1 5 3 4

4 15 ○ 12 8 17 27 1 33 4 7 2 3
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